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上記のとおり相違ありません。

氏　名

　法第31条の３第２項の規定により同条第１項の宅地建物取引士とみなされる者にあつては、本様式の作
成を省略することができる。

※１　法人の役員・顧問・相談役、個人の代表者、政令使用人に係る略歴は添付書類（３）に記載してください。
※２　少なくとも過去１０年分を記載してください。
※３　無職期間も記載してください。（兼業状況を把握するためです）
※４　現職のものは、「至」欄を空白とし、「従事した職務の内容」欄に"現在に至る"と記載してください。

住 所

　　　　平成１９年　４月　１日

フクオカ　イチロウ

○○県○○市○○区○○１－１０－１０－１１１号

（○○○）○○○－○○○○

生年月日 昭和○○年○○月○○日
福岡　一郎

福岡県不動産販売(株)　勤務（営業）
　　　　平成２８年　３月３１日

　　　　年　　月　　日

一郎不動産　代表者

無職

福岡県不動産(株)　専任取引士
現在に至る

　　　　令和　２年　３月３１日

　令和　６年１２月　１日

　　　　年　　月　　日

　　　　平成２８年　４月　１日

　　　　令和　元年１２月３１日

　　　　令和　２年　１月　１日

　　　　年　　月　　日

備　考

（Ａ４）

略歴書（専任の宅地建物取引士等）

添　付　書　類　（８）

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

一郎不動産マネジメント　取締役（非常勤）
現在に至る

　　　　年　　月　　日

令和　２年　４月　１日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

令和　７年　４月　１日

福岡　一郎

(ﾌﾘ ｶﾞ ﾅ)
氏 名

専任の宅地建物取引士 福岡第○○○○○号

職　歴

期　　　　　間 従　事　し　た　職　務　の　内　容

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

現職のものは「現在に至る」を記入してください。

電話番号は、事務所の

番号と同一とならないよ

うにしてください。

空白期間が無い

ように、無職期間

も記入してくださ

い。

上段：就職（就任）年月日

下段：退職（退任）年月日

専任の宅地建物取引士については常勤性と専任性が必要です

ので、兼業先は非常勤でなければ認められません。

別途、非常勤証明書（兼業先が作成）を添付してください。

なお、専任の取引士と兼業先の代表者が同一人かつ兼業先が

一人代表の場合は非常勤証明が無効となります。（自己証明と

なること及び申請者の専任の取引士不在又は兼業先の代表者

不在のいずれかの状態となるため。）

また、常勤性のみが求められる代表者・政令使用人とは異なり、

専任の宅地建物取引士には専任性が担保されていることが必

須条件となりますので、兼業先が同一建物内であっても非常勤

であることが必要です。

宅地建物取引士の資格登録情報を記入してください。

本略歴書の記載年月日を記載してください。

非常勤の職歴には"（非常勤）"と明記してください。

常勤の場合、通勤可能な住所であることが必要です。

住所と異なる居所がある場合は、二段にして括弧書きで居所を記載し、別途居住の実態を

示す資料（賃貸借契約書の写し、公共料金支払明細の写し等）を添付してください。


